
























































































































はじめに 

本研究は、平成 3年度より開始された、厚生省心身障害研究の「REPRODUCTIVE HEALTH」に

関する研究の 1つのグループによるものである。 

当研究班は、「女性保健に関する研究」をテーマに、女性のもつ健康問題や医療供給問題に

関して討論を行い、提言を得ることを目的として研究を進めている。 

今回の研究には、3年間の研究期間が与えられているが、今年度は、“女性保健"の中でも、

現状、問題解決がされにくい分野と思われる“更年期の保健問題"をテーマに下記の 3本柱

で研究を進めることとした。 

Ⅰ.班研究者、それぞれの立場からの現状を通しての問題点の指摘と問題提起 

Ⅱ.研究者各自の取材報告と資料提供 

Ⅲ.異分野の方の女性保健に関する問題点の指摘、問題提起、意見を聞く 

分科会を月 1回のペースで開催し、前半を研究員それぞれの研究発表および問題提起、後

半を異分野からの問題提起の場とした。 

当レポートは、平成 3年 6月～12 月に行われた分科会の記録である。 

当レポート内に記されている個別の〔資料〕はマザーリング研究所にて保管。 


